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1翻訳：ダニエル・ツァーノの物語『黄色』
荻　野　静　男　
はじめに
　前号においてダニエル・ツァーノの物語集『ターバン博士』より、その先頭
に位置する『ヒソヒソ話』の翻訳を発表した。今回は同一の物語集より、短編
『黄色』の翻訳を試みてみた。これは『ターバン博士』の中ではさきの『ヒソ
ヒソ話』の次、すなわち二番目に置かれているもので、やはり非常に密度が高
く内容の濃い物語となっている。
　凡例　
　　一 〔　　　〕内は訳者による注である．
　　一 （　　　）内は訳者による補足である．
　以下翻訳――
『黄色』
　「眼に見えぬほどのわずかの動きにより、炎と黄金との美しい印象は糞便の
思いへと変えられるので、名誉と歓喜の色彩は恥辱と嫌悪と不快の色彩へと転
換されるのだ……」
ヨーハン・ヴォルフガング・フォン・ゲーテ〔1749～1832〕
『色彩論』〔771〕　〔1810年発表〕より1）
1） Goethe, Johann Wolfgang von: Zur Farbenlehre. Didaktischer Teil. In: Goethes Werke. 
Hamburger Ausgabe in 14 Bänden. Hrsg. v. Erich Trunz. Band XIII, München 1975, S. 314- 
523, hier S. 496, Z. 22-27.
01-荻野.indd   1 2010/01/22   11:05:29
2　アマリルロ〔Amarillo, おそらくAmarelle「酸っぱいサクランボ」をもじった
名前〕はサッカーとカント〔イマヌエル・カント，1724～1804〕と洋梨タルト
とを愛していた。彼はあまり話さなかったが、もし話す場合には切れ切れに、
脈絡なく、支離滅裂な話し方をした。彼の話は、休止によって成り立っていた
のだ。彼の思考の道筋は再三再四唐突に途絶えた。彼には沈黙が最も慣れ親し
んだ表現方法だったのだ。アマリルロが精神病院ペーラ・デル・サッソ〔イタ
リア語で「岩山の洋梨」の意〕から退院し、哲学の学業に再び取り掛かったの
は、彼が26歳の時であった。かかりつけの精神科医のところでまだ週に一度並
んで診察を受けていたのだが、彼は自由であると感じていた――少なくともカ
ナリアが鳥籠から出て窓枠に激突する際に覚える解放感と同程度の自由を、彼
は感じていたのだ。
　歩くときに彼は頭を、まるで鳩のように前方へ突き出していた。彼はしばし
ば躓いた。彼の平衡感覚、彼のバランス感覚は奇妙なふうに障害を受けていた
ようだった。彼の傍で一定距離を共に歩く際は、いつでもよろめいたり、立ち
すくんだり、転倒したりすることを勘定に入れておかねばならなかった。
　生がよろめく者に投げかけるパンくずに、彼はたいてい気づかなかった。だ
が気づいたとしても、驚くほど完璧にそれをつつき損なうのであった。生が彼
に渡さずにおいたパンのかけらが、彼にはあまりにもよく見えすぎたのだ。彼
はこのかけらを基準に行動したので、（それをつつき損なうという）この苦し
みを奪い取ろうとする者は誰であれ、彼の舌によって呪い殺されたことだろ
う。
　そもそも苦しみは、彼が本当に精通していた唯一のものであった。高圧電線
の下に設置された変電設備のように、彼の頭の中でブーンという唸りを上げる
苦痛――それは鈍く単調なものだった。彼の脳みその曲がりくねった皺の中を
昆虫のように飛び、這い、ブンブン音を出し、刺す苦痛――それは戦闘的で、
止むことはなかった。未知のウィルスのように脳皮質の中に棲みつき、今や脳
本体に狙いを定めている苦痛――それは海千山千のしたたかな奴で、あらゆる
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3薬剤に対し不死身であった。その苦痛は非常に激しいので、彼はもはやそれを
感じなかったし、激痛のあまり自分自身すらもはや感じないほどだった。もは
や問いを発することも、願望を抱くことも、思うこともなかったし、もはや心
の動きも、希望も、心配も、燃え上がるような感情も起こらなかった。何も起
こらなかったのだ。皆無であった。心の中には何も残っていなかったし、頭蓋
の中は空っぽであった。彼にとってすべては一様で、すべて――生、苦痛、死
――はモノクロであった。すべてはスフィンクスであり、その前で彼は降伏し
た。すべては謎であり、彼には理解できなかった。それはただひとりでに解決
しうるものだったが、しかしまだひとりでに解決していなかったのである。ア
マリルロ、ス
ヴ ェ ス ペ
ズメバチは黄と黒の色をしている。そして生の黄金の夢は黒なの
だよ。
　アマリルロ、スズメバチはスラッと細身で毛がない。きみは「お前、気が変
だよ」と言うが、ぼくは言う「見てごらん、奴の巣のつくり方を、スズメバチ
の奴さ。スズメバチの巣をごらん、繊細なその巧みさ、その天賦の才を、その
構造をごらん。噛み砕かれた木を、巣房を、精巧な六角形をごらん。その完璧
な安定性を、頑丈な形態を、計算しつくされた調和をごらん。女王蜂を、雄蜂
を、雌蜂をごらん。幼虫やさなぎ、卵をごらん。抱卵の際に雌蜂が放つ温もり
を、その愛情を、その配慮を、その温和さを、その世話をごらん。あらかじめ
噛んでおいた昆虫や、仕留めた蝿や、捕獲した蚊を見てごらん。その母性的な
餌のやり方を、柔和さを、花蜜を、糖をごらん。アマリルロ、見てごらん、き
みに眼があるなら、その長い脚を、くびれた胴を、透き通った羽を。夜の闇の
ように暗い所からきみに向かい凝視する、深いところに位置する眼を、きみの
息やきみを感じ取り、きみの本性、きみの生、きみの魂を感じ取る触覚を見て
ごらん。あたりを無邪気に飛び回る雄蜂をごらん――それは平和主義者にして
夜警であり、白昼夢を見る者だ。雌蜂の武器を、その尖った誇り高い針をごら
ん――それは硬くコンパクトで、有無を言わせぬ一物なのさ。その毒を、エキ
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4スを、「死
スピーリトゥス　モルティス
の毒の精」をごらん。ごらん、突然出し抜けに、反射的警告なしに
奴は刺すのさ。アマリルロ、まだきみの眼の前が暗くなっていないのなら、忘
却の色彩を見てごらん――
　きみの青春時代を忘れるのは不可能さ。ヴァニラという言葉の響き、それを
吸うときの呼吸、その香りを忘れるのは不可能さ。耳の中のヴァニラ、胸の中
のヴァニラ、お腹の中のヴァニラ。よい香りで、甘く、心地よい。焼いたばか
りのビスケットのごとく、きみは台所の机の上に三日月の形に横たわり、この
世の中へ向けて顔を輝かせていた。母がきみをマッシュポテトと洋梨タルトで
あまやかし、きみに卵と小麦と砂糖とを教えたのだ。そもそも彼女がきみに料
理用パウダーや粉の世界を教え、きみをアーモンドのお皿へとそっと押しやっ
たのだよ。サヤエンドウのさやがぱっと開き、きみを呑み込もうとした。奇跡
を約束するような、温かい、ゆであがったサヤエンドウのさやが。だが父はき
みの手をしっかりと取り、サッカー場へ連れて行き、そこできみをオフサイド
の世界へと導き、きみに再三再四パスを出した。きみは躓くことなくそれに向
かって走り、受けることができた。きみの友人たちはきみの本性に、きみのウ
イットに、きみの魅力に驚嘆していた。きみは世界について――ヴァニラの世
界について――かれらよりも先を行っていた。かれらが宿根草〔洋梨、リンゴ、
プラムなどの果物類の総称だが、この物語では特に洋梨をさす〕について、サヤエン
ドウについて、これが呑み込もうとしたことについて、いったい何を知ってい
ただろう。少女らはきみのよい香りや、きみの甘い雰囲気や、きみの鼻梁に憧
れていた。しかしきみはあまりにも若すぎ、あまりにも経験をつみすぎていた
ので、それに赤面することができなかったのだ。
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5巣
　　≪一場の戯曲≫
　大きな長角果〔ケシ、アブラナ、エンドウなど二片に裂ける果実のこと。本作品
では特にサヤエンドウのことをさす〕の庭　　　1734年５月
神父様とアマリル
神父様：どの巣房にも、その一番奥の所に小さな卵が見つけられる。それは落
ちないようににかわでくっつけられているのだよ。母親蜂はしばしば巣房の
中に這い込むが、それは疑いもなくその卵に穏やかな温もりを伝達し、これ
によって子が卵から這い出るのを促すためなのだ。卵からは小さな幼虫が出
てくる。これは熱心に餌を与えられると、非常に短期間に肥え太った大きな
幼虫になり、巣穴全体を十分に埋めるほどの大きさになる。平民階級のスズ
メバチが餌を巣へ持ち帰る。それを母親蜂が受け取り、小さな破片に噛み砕
く。母親蜂はこの小片を幼虫の口の中に入れてやる。すべての幼虫にこのよ
うに餌が与えられ、みな同じ分量の餌をもらう。例外的に雌蜂や雄蜂が羽化
して出てくる大型の幼虫については、小型の幼虫よりも餌の分配頻度が高
い。ではスズメバチの巣をひっくり返して巣房の入り口をよく見てみなさ
い。そこに何が見つかるかね。
アマリル：あなた様が今おっしゃられた太った幼虫が見えます。口を大きく開
けたのが一匹いますが、それはわたしの指を母親蜂だと考えています。
神父様：それは昨日から餌を何一つもらえなかったやつだな。だから食欲旺盛
なのだ…。
アマリル：でもこの幼虫たちはどうなるのでしょうか。だって、ずっとこのよ
うに餌を食らう状態のままでいることはできないわけですから。
神父様：そのとおり。何年もこういう段階に留まる昆虫たちもいるが、スズメ
バチの幼虫の場合それはせいぜい12日から14日間なのだよ。その後幼虫は飛
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6び立つ準備が完全に整ったなら、おのれの巣房の組織を引き裂くことにな
る。それはまず一本の触覚を伸ばして突き出す。それから二本目を突き出す。
その後つづいて一本の足を突き出すわけだ。次第に頭が外から見えてくる。
開いた穴を体全体でだんだん押し広げ、這い出るに十分なほどの大きさにす
る。そしてスズメバチはとうとうそのまったき華麗な姿――しかるべき四肢
をすべてそろえて――を現す。それは湿った羽を後ろ足で何度か拭うことに
より、その湿り気を取るのだ。それから野へと飛び立ってゆくのだが、そこ
で他の蜂たちの手助けをして巧みに花々やサヤエンドウめがけて飛ぶのだよ。
アマリル：なんですって、訓練も教えも受けずにですか。
神父様：これっぽっちもね。こどもの蜂はその巣房から這い出るやいなや飛び
出して行き、遊び、ブンブン音を立て、探し回り、探し求め、見たり、雌を
呼び、塵のように飛び立ち、獲物をとり、蜜を吸い込み、咀嚼し、唾液を分
泌し、巣づくりに励み、穴をうがち、針でチクチクやり、敵を刺したりする
のだよ…。
アマリル：それはすごい！
　そしてそれから学校を終えた後、きみは大学へ行き哲学を専攻することで皆
を唖然とさせた。特にカントを、再三再四カントを研究したのだ。ぼくたちは
きみの言うこと書くこと、何一つ理解できなかった。まったく何一つ。だが、
まさにそれゆえにきみはとても引っ張りだこで、とても好かれていて、遠い世
界にほのかに輝きを放つ使者だったのだ。きみは雄弁に偽推理や二律背反や存
在論について、さらには崇高なるものの持つ精神論的な含意について、定言的
命令と先験的弁証論とについて、主体と実体とについて、条件付けられたもの
と無条件的なものとについて報告を行った。それによってきみは、回を重ねる
ごとにきみの教授たちを、彼らが決してそうありたくない存在にしてしまった
のだった――つまり端役、大学の坊や先生、小僧学者にね。フィヒテ〔ヨーハ
ン・ゴットリープ・フィヒテ，1762～1814〕、ヘーゲル〔ゲオルク・ヴィルヘルム・フ
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7リードリヒ・ヘーゲル，1770～1831〕、シェリング〔フリードリヒ・ヴィルヘルム・ヨー
ゼフ・フォン・シェリング，1775～1854〕、シュライアマハ 〔ーフリードリヒ・ダーニ
エル・エルンスト・シュライアマハー，1768～1834〕はきみが世界をその中にひた
した様々な色だったのだ――あるときは暗いカラーの中に、あるときは明るい
カラーの中に、あるときはサフラン・カラーの中に、あるときはパステル・カ
ラーの中にね。きみは再三再四、仮象、眩暈、論過について素晴らしい定理を
作成した。定理は定理で、きみをすぐにまた呑み込み、消化し、忘れんがため
に、再三再四きみを産み出しているように思われたものだ。そしてほとんど誰
一人、きみの悟性がきみにいかにチヤホヤしてしているのか、きみの脳がきみ
をいかに誘惑しているのか、それがきみをいかに長角果と宿根草のこの世界か
ら運命も影もない国へと運び去っているのか、予想だにしなかった。それは栄
光の国であり、「カ
カ ン ト ラ ン ト
ントの国」であった。それは青ざめた日常と悲鳴を上げる
死の世界とから遠く離れていて、ヴァニラやスズメバチや坊主たちから遠く離
れているのだ。
　しかしきみはぼくたちの世界から完全に引き離されていたわけではなかった。
お昼にはきみはふたたび母のもとに、コーヒーとケーキの傍らに腰かけていて、
この世界とアーモンドのお皿とは再びきみを所有していた――少なくともケー
キ一個を食べ終わるまでは。きみは料理用パウダー不在のロゴスの国から戻っ
ていた。そしてテーブルにつくやいなや、きみの大きく開かれた鼻の穴はもう
再び予感に満ち満ちて、ヴァニラやサヤエンドウのことを夢見るのだった。そ
してそれからこれがテーブルの上に置かれる、「洋
タルト　オ　プワール　コンテス　ドゥ　パリ
梨パリの伯爵夫人タルト」
が〔伯
コンテス　ドゥ　パリ
爵夫人は洋梨の一種〕。すべてのタルトのうちでもっとも見事な
もの、きみがわれを忘れるほど美味しいこのタルトが。傑作品にして
「お
ク レ ア シ ョ ン 　 デ 　 ポ ワ ー ル 　 プ レ フ ェ レ
気に入りの洋梨の創作品」、「高
グ ラ ン ド ゥ ー ル
貴な絶品」が。これは君の顔を赤らめ、君
の心をふたたび丸くし、和解させたのだった。きみはきみの指と舌でバター
のように甘い伯爵夫人に触れながら、息子らしく腰かけていた。なんとい
う、神のごとき生クリームのたくさんの泡。なんという美味しい衣をつけた
翻訳：ダニエル・ツァーノの物語『黄色』
01-荻野.indd   7 2010/01/22   11:05:31
8「タ
フォン　ドゥ　タルト
ルトの生地」。なんと見事に熱湯処理を施された果実。「伯
コ ン テ ス
爵夫人」のみが、
この音響をきみの心の中に造り出すことができた。「伯
コ ン テ ス
爵夫人」のみが、舌を
惑わすかの言い尽くせぬ魔法――すべての色合いを持つかの味覚の魔術――
をきみに付与したのだ。そして「伯
コ ン テ ス
爵夫人」は乾いており、それでいてスベ
スベの黄ばんだ肌で、花柄と萼との周りには赤味を帯びたほのかな色合いが
あった。それは徹頭徹尾洋梨で、長角果の味はまったくない。それはとろけ
るようで甘く、芳香を放つ。それはフルーティーな「ク
ク レ ー ム
リーム」とクリーム
状の「砂
グラシュール
糖衣」にとって理想的な洋梨なのだ。それは「ヨゼフィーネ・フォ
ン・メッヘルン」〔洋梨の一種〕のように、品種改良のために生命力のなくなっ
た柔弱なお嬢さん洋梨ではないし、「よ
グ ー テ
きル
ル イ ー ゼ
イーゼ」〔洋梨の一種〕のように
とことん小市民的なありふれた洋梨でもない。それはただ中途半端にとろけ
て芳香が弱く、ところどころ粉状でカブラのごとき「聖
パストーレン
職者の洋
ビ ル ネ
梨」〔洋梨の
一種〕でもないし、満艦飾で華麗ではあるが外皮の下は味けない細粒状の肌
を呈する「ヴ
マ ダ ム ヴ ェ ル テ
ェルテ夫人」〔洋梨の一種〕でもない。それは瘡痂病に襲われる
傷つきやすい「バ
ブ ッ タ ー
ター洋
ビ ル ネ
梨」〔洋梨の一種〕でもないし、処女のごとき芳香を
放つもののむくんだ球形の「水
ヴァッサービルネ
洋梨」〔洋梨の一種〕でもない。またそれは気
が抜けてやや酸味があり、果汁を欠く「サンレミ」〔洋梨の一種〕でもない。
いやそれは「伯
コ ン テ ス
爵夫人」であり、「パ
コ ン テ ス 　 ド ゥ 　 パ リ
リの伯爵夫人」なのだ。十全たる洋
ビ ル ネ
梨、
高
ビルネ　ミット　クラス
品質の洋梨、風
ビルネ　ミット　シュティール
格のある洋梨〔「ビルネ」はドイツ語で洋梨の意〕なのだ。
それは「ポワール」〔フランス語で洋梨の意味、ドイツ語で同じ意味の「ビルネ」
よりも高級な語感がある〕であり、高貴で丸々としていて非の打ち所のないも
のだ。
　きみは身じろぎもしなかった。叫び声もあげず、悪態もつかず、一言もいわ
ないし、何も音を立てない。おそらくきみは耳たぶの後ろに刺すような痛みを
感じていたのだろう。しかしその痛みはすぐなくなるようなものに思え、きみ
は顔色一つ変えなかった。腫れは小さかった。きみは誇り高く冷湿布や酢酸ア
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9ルミニウムやその他の手当てを拒んでいた。きみは悠然たる態度を装い、事態
が大したことのないように振舞い、不平をいうことなくプレーを続けていた。
そしてただ軽い噛むような痛みがきみを若干いらだたせているだけのように見
えた。いや、ピッチの端で手当てをしようかといわれたのをきみが有難く断っ
たとき、きみの声は普段より暗くはなかった。本当に暗くはなかった。ただそ
れは気づかれない程度に普段とは違っているように思われ、ほとんど知覚でき
ない程度に違っていたのだった。それは確かに重大なことではなく、疑いもな
く単なる思い込みだったろう。というのもきみの顔にはリラックスした表情が
浮かんでいたからだ。ただきみの唇は奇妙な動きを見せ、不吉な震えを見せて
いるように思えた。それはどこか遠い所に、見つかることのない支えを探し求
めていたのだ。
　そしてそれからきみの放つシュートは、突如としてもはやゴールをとらえる
ことがなかった。きみはもはやゴールをとらえられなかったのだ。きみは23歳
で、ボールは突然きみの耳元を唸りながら飛び去るようになった。だがきみの
いないレアルのチームは何だったろう。無だった。刺すような痛みはとっくに
忘れ、軽い腫れもとっくに忘れてきみはペナルティーエリア内において、ゴー
ルに迫る良い位置で大きく上に跳びあがり、ヘディングをしようとジャンプし
た。きみは空中に浮かびはしたが、ボールに頭をぶつけることはかなわなかっ
た。今やきみは再三再四高く跳び上がりはしたが、サッカーボールに頭をぶつ
けることはできず、自らの足の上に落ちたり、ボールや敵の上に落ちたりもし
た。チャンスまたチャンスと逸し、ゴールキーパーを前にして単独でもシュー
トをそらした。平手打ちをくらわすぞという挑戦的態度を審判に対してとった
り、ドリブルをすれば眩暈がするようになり、ボールをいつも失うようになっ
た。きみは一対一で走り負けするようになり、一対一でいつも相手に負けたの
だった。オフサイドポジションに立ち、しかも常にオフサイドポジションに
立った。不必要なファウルをおかしもした。ユニフォームが大きすぎてダメだ
とか、シューズが小さすぎてとか、パンツが大きすぎてと言い訳するように
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なった。そうではなかった。監督はきみを罵らなかったが、交替させた。きみ
の人生で初めてきみは――誰もが認めるチームのスターが――交代させられた
のだ。きみはもはや世の中を理解できず、眼に涙を浮かべ、頭痛を抱え、失望
して言葉もなくシャワー室に消えた。それからきみはベンチに座るようになっ
た。舞台裏では意地の悪い言葉が投げかけられた。シーズンの終わりにきみは
結論を出し、引退を表明した。君の功績に対し、感謝の意が表された。
　脳造影、聴力測定、頭部断層撮影――これがペーラ・デル・サッソにおいて
医師がきみの謎めいた精神障害を診察する方法であった。初めはただ平衡感覚
だけ、ただバランス感覚だけを冒されていたのだが、病はますます他の領域に
も転移していき、きみは惑乱し、動揺し、特異な失神に苦しむようになった。
さしあたりきみは病院内で監視下にあった。もっとも投与された薬剤は何の作
用もおよぼさず、反対にきみはますます精神虚脱状態におちいり、ますます精
神散漫となり、ますます胸苦しくなるように思われたのだ。会話はもはやほと
んど不可能であるか、もしくはただ極度の忍耐をもってのみ可能であった。と
いうのもきみはたいてい二言三言話すか話さないうちに話の連関を忘失してい
たからだ。きみは細切れに話していた。きみの睡眠もズタズタになっていたが、
それは頭の中のハンマーで叩くような音や、轟き響く音や、脳を裂くような音
によってズタズタにされていたのだ。
　しかしきみの丸みを帯びた頭
ビルネ
〔洋梨を表す「ビルネ」という単語は、人間の「頭」
の意味でも使用される〕から夢が芽生えてきた。伯爵夫人の夢、牧師の夢、母の
夢が。アーモンドのお皿がきみを憧憬の国の中へ、打ち震える星々や恐れおの
のく花々の国の中へ、情愛深く休らう火山やしなやかな雲海の国の中へと押し
込んだ。すると突然きみの足元で大地が口を開けた。まるで蓋が開くような具
合に、きみの足元で大地が口を開けたのだった。そしてきみは転落した。暗く
固い地面から生えた巨大なサヤエンドウの中に転落したのだった。そしてきみ
が巨大な果実の中に落ち込むやいなや、それはハスの花がそうするように、閉
じたのであった。光はなく影もない、星もない、何一つない所。すべては暗
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く、むっとする窒息するような薄い空気。呼吸困難のためにきみの肺は膨れ上
がり、きみは喘ぐが、喘ぐのも困難な状態だ。叫び声、陰鬱な叫び声を上げ
る。だがその果実はますます小さく収縮し、きみをますます深みの中へと吸引
する。容赦ない圧縮、押込み。冷酷無常だ。すると突如としてきみの口の中に
辞書が飛び込む。古い巨大な辞書が。と同時にきみは世界のすべての言語で話
すのだ。それから沈黙する。きみは話すよう、沈黙するよう強要されるが、そ
こから逃れることはできない。逃げることも出ることもできないのだ。太陽は
永遠に照らすことがない。そしてただ尿の乏しく細い流れのみが、きみの話す
のを聞く。そして力強いサヤエンドウの壁がきみの頭をその流れの中に押し込
む。それからきみは押し黙り、黒や黄色になるのだ。そしてきみが自分の頭を
そこから解放するとあたりがほのかに明るくなり始める。きみとサヤエンドウ
のあたり、それと世界全体が。それから尿の流れの表面にモネ〔クロード・モ
ネ，太陽の光を巧みに表現した印象派の画家，1840 ～ 1926〕、ファン・ゴッホ〔フィ
ンセント・ファン・ゴッホ，後期印象派の画家，1853 ～ 1890〕、トゥールーズ・ロー
トレック〔アンリ・ドゥ・トゥールーズ・ロートレック ,　世紀末的画風の印象派の画
家，1864 ～ 1901〕が見えるのだが、彼らはおむつ、それも完全に糞便まみれの
おむつを着けているのだ。しかしきみは戦い続ける、サヤエンドウ内部の奥深
い所で戦い続けるのだ。きみはより多くの光、太陽、星々に憧れるが、トンネ
ルはどこまでも続くように見える。壁、壁以外の何一つ見えない。きみは外に
出てみたい、永久に外に出たいのだ。するとウェルテル〔ゲーテが1774年に発表
した『若きウェルテルの悩み』の主人公〕がきみの方にやってきてきみを抱きしめ
接吻し、ロッテ〔ウェルテルの恋人シャルロッテ〕のことを物語ろうとする。し
かしきみは逃げる、ラードの山々を越えて逃げる、左右上下ただラードだけだ、
川もなく樹もなく石もなく何もない、ただ黒いラードだけなのだ。そしてトン
ネルの穴はますます狭くなる、穴はますます狭く熱くなる。きみは暑さと汗に
疲労困憊。すると突然道の分岐が見えるが、どの方向に行ってよいかわからな
い。というのも道標が黄ばんでいたからだ。すべてが――文字も楔釘も――黄
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ばんでいた。地面も黄ばんでいる。きみの魂もただもうくすんだ黄色一色だ。
すべてが黄ばんでいる。そのとききみは右方向をとりサヤエンドウの端に到達
した。そこでは殺人的な紅蓮の炎がゴーとうなり声を上げている。すべてを焼
き焦がし、すべてを呑み込み、すべてを産みながら。それは嫉妬、羨望、狂気
を糧にして燃え上がる炎だった。そして苦い胆汁が燃え上がり、憎悪が炎上す
る。そしてきみの涙だけがこの狂気の炎を消すことができるのだ、きみの涙だ
けが。だがきみは泣くことができない、単純に泣くことができない。そしてき
みは絶望し、涙も流せず、虚脱する。万事休す。するときみの手を取るものが
いる――その炎だ。きみは刺し貫かれた種牛のごとく咆哮し炎から身をもぎ離
すのだが、またも炎につかまり、死に果てたのだった。
　きみが電灯を見ていると、そこからきみに向かって狂気が成長してくる。き
みは母を売春婦と思い、ぼくを焼酎蒸留業者と思い込む。暗黒だ、どぎつい暗
黒、脳の暗闇。きみはきみの医師に神父様と呼びかけ、きみ自身を伯
コ ン ト
爵と呼ん
でいた。それからきみは黒血症にかかったごとく机にむかってすわったり、あ
るいはうずくまった胎児のごとく熱を出してベッドに横になったりしていた。
そんなときのきみに話しかけることは不可能で、きみは無感情で放心状態だっ
た。きみはバリウム〔精神安定剤〕をいっぱい飲まされたのだが、それもどう
でもよかった。それから再三再四ＥＥＧ〔Elektroenzephalogramm脳波図〕とＥＭ
Ｇ〔Elektromyogramm筋電図〕が撮られ、ＣＣＴ〔Complex Catheter erapeutics「複
合カテーテル治療」の意だが、ここでは文脈からして「複合カテーテルによる脳血管検
査」の意で用いられている〕が行われた。しかし脳神経専門医は何一つ見つけら
れなかった、まったく何一つ。メニエール病はないし、レルモワイエ症候群も
ないし、神経症もない。診断としては疑問符が出た。病名は謎で、きみは症例
患者ということになった。ぼくたちは心配しながら、眩暈を惹き起こすような
きみの衰微を見守っていた。きみの生をボールにたとえると、そのなかにはま
だどれくらいの空気が残っていたのか。聞けよアマリルロ、ぼくは頭がおかし
くなりそうだ。
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　きみのボールにまた再び空気が一杯詰められたように見え、それが破裂しは
しないかと母がもう怖れていたときに、きみはある夜突然精神病院からこっそ
り抜け出し、姿を消した。あの夜きみに刺すような痛みを与えたのが何であっ
たのか、誰が知ろう。翌朝きみのベッドは空っぽできみの部屋の窓は大きく開
いていたのだ。きみがどこに隠れているのか、誰も知らなかった。精神病院の
管理部は不安を覚え、家族と友人に形式的ながらその突発事故のことで謝罪し
た。捜索チームがすでに朝早くから投入されていたが、足跡は皆目なかった。
きみはまるで地面に呑み込まれたかのようであった。
　そしてそれから午後の遅い時間に――ぼくたちはすでに最悪の事態を勘定に
入れていたのだが――近隣で農場経営を行っている農夫がひどく興奮して精神
病院にやってきた。彼は、傾斜地をさらに少し下ったところの樹の上に裸で腰
かけている若者のことを語ったのだった。ペーラの聖なるマドンナ〔「洋梨の聖
母」の意〕の情熱的な崇拝者であるその農夫は完全に取り乱しており、一気に
その信仰を主任医師に吹き込んだものだ。ぼくたちはただちに出発した。き
みはもうずっとフェリーニ〔フェデリコ・フェリーニ，イタリアの映画監督，1920～
1993〕がお気に入りだったし、もうずっと人を唖然とさせる傾向があった。そ
れは、みずからのエキセントリックな姿を誇示する愛好といったものだった。
ぼくたちは五名で狭い山道を降りていった。前方のトラクターの上には躍起に
なった農夫が、後ろの小さなトレーラーの上には神経質になり緊張し蒼ざめた
顔の主任医師、看護師、母、そしてぼくが乗っていた。農夫はまるで（毒蜘蛛の）
タランチュラに刺されたようにひどく興奮して運転していたので、彼がやっと
ブレーキをかけたときにはぼくたちは嬉しかった。すでに遠くから樹が見え
た。そう、きみはそこの樹冠の上に腰をおろし、衣服は下方の樹幹のところに
かかっていた。きみの態度はまったく落ち着いていて、微動だにせず完璧な
伯
コ ン ト
爵の姿であった。距離にしておよそ300メーターのところでトラクターは停
止した。ぼくたちはできるだけ物音を立てないように背の高い草むらの中を通
り抜けようと試みていたので、きみはまだぼくたちに気づいていなかった。ぼ
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くたちは抜き足差し足忍び足で、ささやき声の会話だった。けれど突然きみは
こちらを向いた。きみは驚愕する。五名の人間がきみに向かって突進。きみは
樹の上に裸でいるが、激しい戦慄がきみの身体を駆け抜ける。戦慄と羞恥とが。
きみはまず右に揺れ、それから左に揺れる。嘆かわしいバランスの試みだった
が、無駄だった。きみは落下し、横たわる。ぼくたちはただちにきみのところ
へ急行する。最初の診察。心臓、脈拍、呼吸。すべて正常。ただ腕と頭が――
腕は多分骨折しているのだろう。頭は軽く傷ついている。軽度の脳震盪だ。す
べてはただ悪運半ばで、幸いだった。昔からよくある樹々の渡り人。たぶん重
大な負傷はないし、体内の損傷もないのだろう。近くには救急車も到着ずみだ
し、主任医師は現場にいて（タバコのヤニで）アーモンド色になった指を額に
載せて考え込んでいた。
　ともかく、それから間もなくきみは退院することができた。きみは再びきみ
が誰でないのかがわかり、きみが誰でありうるのかに感づいた。そしてお医者
さんにはお医者さんと話しかけ、お坊さんにはお坊さんと話しかけた。きみは
相変わらずなお激しい頭痛がし、相変わらずなお切れ切れの言葉を話し、脈絡
のない支離滅裂な話し方をしていた。しかしきみのよろめく足取り、きみの放
心状態は一時的な類のもので、きみはまた人々の間に思い切って入り、きみの
哲学の勉学を再度手がけることができ、ある洋梨を別の洋梨とまた区別し、黄
ばみを黄色と、ヴァニラを狂気と区別することができた。きみの精神はいわば
弱々しい鈍い輝きを帯びていて、かすかな薄明の中にあったのだ。もしきみが
そうした精神状態でなければ、きみははるかにより多くのことを為しえたであ
ろう。しかしきみはそのような状況にあった。きみがもはや家に戻れないこと
は分かっていた――アーモンドのお皿は空のままだったし、かゆ状のマッシュ
ポテトはやわらかすぎてグチャグチャだった。きみは住処を探した。
　ぼくが新しい土地にきみを初めて訪問したとき、きみの状況はかなり惨め
だった。生気が失せたように、まったく死人のように生気なくきみは本を両手
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にして安楽椅子に座り、顔は苦痛に歪み、黙り込んでいた。伐採された樹木の
幹が（地面に）転がるように、その沈黙はきみの口もとからぼくの方に転がっ
てきて、危うく撲殺されんばかりだった。ぼくはたじろいできみの書斎へ逃
げた。きみの書き物机の上には書類、論述、メモ、紙片、本が置かれていた。
フォンターネ――ほらごらん、ア
ア マ リ ル ロ
マリルロの国
ラント
『リベックのリベックおじさん』
〔テーオドール・フォンターネ（1819-98）作のバラード『ハーフェルの国リベックのリ
ベックおじさん』（1889年成立）2）をもじったもの〕――や、ヴァルザ 〔ースイスの作
家ローベルト・ヴァルザ （ー1878－1956）〕やゲーテ――といっても『色彩論』
ではなく、原植物に関する論文だけれど――の本が。それに加えて昆虫・キリ
スト十字架像・ヴァニラ栽培についての写真集もあった。「きみのために新版
のカント著作集を持ってきたよ。」ぼくは戯れに「こっちに来な、きみの脳み
そのために、ちょっとしたものを持ってるぞ 3）」〔上記フォンターネのバラードに
みえる低地ドイツ語方言の文句が、ほとんどそのまま使用されている〕と呼びかけた。
沈黙。反応なし。もう一度呼ぶ。静寂。音なし。アマリルロの声はない。皆無。
急いでその部屋に行くと、きみは背中を丸めて泣きながら床の上に横たわって
いた。「どこも具合が悪くないかい」とぼくは驚愕してたずねた。「ぼくは――
きみは嗚咽していたのかい――ぼくは…」「もういいさ、もういいさ」とぼく
は言った。きみは震えながらぼくの手をじっと握っていた。ぼくは優しく「ア
マリルロ、どうしたんだい」と言った。沈黙。暗闇。夜の星々のまたたき。「ど
うしたんだい」とぼくはもう一度たずねた。きみは「もうよせ、たくさんだ」
と答えたのだった。
2） Fontane, eodor: Herr von Ribbeck auf Ribbeck im Havelland. In: ders.: Werke in vier Bänden. 
Hrsg.v. Helmuth Nürnberger. Erster Band (Die Bibliothek deutscher Klasseiker. Bd. 50). S. 
78-80.
3） a.a.O., S. 79, Z. 5. なおフォンターネでは“Birn”（「洋梨」）のところ、ここでは“Hirn”
（「脳みそ」）となっており、“Birn”に“Hirn”がかけられている。
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訳者あとがき
　この短編小説『黄色』は『ヒソヒソ話』と同様、非常にコンパクトに書かれ
ている。文章は簡潔な語句の反復であったり、場合によっては適切な単語のみ
が置かれていて、主語や述語は省略されていることもある。読者としては語り
手による語りの流れに乗り、その語り口についてゆくことが肝要であろう。
　まずこの作品における人間の五感について考えるならば、『色彩論』への言
及からわかるように、視覚的側面に重点が置かれているとみなしてよい。しか
しまたタルトや洋梨といったお菓子、果物にも著者の筆が及んでいるわけだか
ら、味覚という側面も重要な位置を占めていることは疑いない。総じてツァー
ノの場合、人間の根本的営みとしての、諸感覚の楽しみが基本的テーマとなっ
ているように思われるが、それは『黄色』にも当てはまる。そこではカントに
代表されるドイツ哲学の観念的・概念的思弁はアイロニカルな否定に遭遇して
いるのである。ここにツァーノの根本的な姿勢を看取することができる。すな
わち彼においては抽象的な思弁は重要視されず、ドイツ観念論哲学は仮象世界
としての「カントの国」の出来事とみなされ、否定的に扱われる。それはこち
ら側のリアルな世界の出来事からかけ離れているように見えるからだ。そして
ツァーノの関心は彼岸の仮象世界ではなく、此岸にある人間のフィジカルな感
覚へと向けられているのだ。彼の作品の魅力はここにある。
　視覚的側面に呼応して、黄金や黄色といった色彩に考察を及ぼしてみよう。
これはもちろん本作品のモットーとして掲げられているゲーテの色彩論からの
言辞と関係してくる。だからこそまた、この短編中ではモネ、ゴッホ、ロート
レックといった太陽光（その色彩は黄色ないし黄金）の表現者である印象派の
画家たちが登場する。しかも非常にファンタスティックな文章において彼らは
表れるのである。その場合、極めて唐突かつ突飛な感を禁じえないかもしれ
ない。というのもこれら印象派の画家たちは「尿の流れの表面に」「糞便まみ
れのおむつを着け」て見えている、というのであるから。糞尿もまた黄色っぽ
い色彩を帯びているものである。ゲーテの言葉にあるように、黄色は「炎と黄
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金」たる太陽光の色彩であるが、また忌むべき糞尿の色彩でもあるのだ。しか
しその文章は主人公アマリルロの置かれている状況を、もっとも適切に表現し
ていることは間違いない。ただそのような文章のみが、主人公の生態を写すの
にうってつけなのではあるまいか。これはリアリズムの表現から非常にかけ離
れたものかもしれないが、しかしもっともリアルな現実描写となっていること
は疑いを入れない。
　全編を通じて表れる洋梨――それは精神病院の名称や聖母マリアの付属物
（アトリブート）でもあるが――のモチーフにも、その黄色という色彩が滲み
出ていることは言を俟たない。それはまた本作品に描かれるスズメバチの黄と
黒の模様の半分を成してもいる。さらにここでドイツ国旗の有する三色を想起
することも不可能ではない。黙されているのは赤色のみである。
　『黄色』をドイツ語圏の精神史を批判的に捉えた作品とみなしてよいであろ
うか。ドイツ的教養人の生態や性格を、これほどアイロニカルに表現した文学
作品は他に類を見ないといってよいのかもしれない。本作品ではアマリルロの
伝記を描写することにより、そのような小市民的知識人の滑稽と悲惨が浮き彫
りにされている。それが産み出す可笑しさは狂気と紙一重であり、事実この作
品においてそのことは主人公アマリルロの精神病院入院という形で表れてい
る。フリードリヒ・ニーチェの『反時代的考察』におけるドイツ的教養人批判 4）、 
ひいてはヘルマン・ヘッセの『荒野のおおかみ』5）にも看取される同様の批判
が、この短編小説における著者ツァーノの意図ではないだろうか。もっとも、
そういう批判的態度が激しい筆致でダイレクトに表現されているのではなく、
終始アイロニーをもって表出されている点に、本短編の特長があるといえる。
　さて、この短編小説の語り方はいかなるものであろうか。アマリルロのこと
はただ冒頭においてのみ、三人称単数の「彼」をもって呼ばれている。しかし
4）Nietzsche, Friedrich: Unzeitgemäße Betrachtungen. Stuttgart 1976.
5） Hesse, Hermann: Der Steppenwolf. In: Gesammelte Werke in 12 Bdn. 7. Bd. Frankfurt am Main 
1987, S. 181-413. 
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その後すぐ二人称の「きみ」をもって呼ばれることとなる（小説中の戯曲の部
分は除く）。すなわち一人称の「ぼく」が、「きみ」であるアマリルロに直接そ
の伝記を語りかけるような構図が採用されているのである。「ぼく」と「きみ」
との関係は、母親も言及されているところからすると、おそらく兄弟なのであ
ろうという推測が成り立つ。つまりこの短編は多分一種の家族の物語なのだ。
そして「ぼく」が「きみ」に語りかける場所は、思うに本短編最終節の場面に
あるアマリルロの住処なのだろう。そこではフォンターネのバラード『ハー
フェルの国リベックのリベックおじさん』（この詩の内容は、リベックおじさ
んが自分の庭にある梨の樹に実る梨を、子供たちに気前よく分け与えるという
牧歌的な話）が示唆され、「ぼく」はアマリルロに呼びかける際、その一詩行
を戯れに模倣してみる。この場面を読む者は誰であれ、ドイツの家庭の庭に置
かれているGartenzwerg（庭の小人）やカール・シュピッツヴェーク（1808 ～
1885）の絵画（たとえば『本の虫』や『貧乏詩人』――どちらの絵も薄汚れた
古い部屋に差し込む太陽光の加減か、埃っぽくて黄ばんだ色彩になっている）
を想起せずにはいまい6）。アマリルロの姿が庭の小人やシュピッツヴェークの
絵にある形姿と、どうしても重なるのである。精神病院からの退院後、転居し
たアマリルロのもとを「ぼく」は訪ねる。そこで「ぼく」が「きみ」に時を忘
れて（知らないうちに部屋の中は暗闇となり、外は星のまたたく夜になってい
る）語り聞かせたこと――これが『黄色』に読むことのできる「きみ」の人生
の悲喜劇なのであろう。
　
　なお底本としたのは次の書である――
　Zahno, Daniel: Gelb. In: ders.: Doktor Turban. Erzählungen. btb Taschenbuch 
(Goldmann) 1998, S. 23-39である。また、本書掲載の物語『黄色』の翻訳権は
訳者である荻野静男が所有している。
6）Jensen, Jens Christian: Carl Spitzweg. Zwischen Resignation und Zeitkritik, Köln 1986.
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